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Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantは、繊維湿式加工
における精練、湿潤、油脂分散、汚れの浴中保持、再汚染抑制を一体的に支援する多機
能な繊維加工助剤です。特に、綿・セルロース系素材の染色前処理、混紡・合成繊維の
油剤除去、ガーメント洗いで、処理浴中に剥離した汚れを再付着させにくくする設計思
想と相性があります。Enzymes.bioは本製品の供給業者であり、製造業者や研究所では
ありません；製品は1 kg単位でオンライン購入でき、注文時にCoAとSDSが併せて提供
されます。

繊維精練で解決すべき問題は「除去」と「再付着防止」の二つである

繊維精練は、後工程の染色、漂白、プリント、機能仕上げを安定させるために、繊維表面の疎水性
不純物や加工残渣を取り除く前処理です。綿などの天然繊維では、ワックス、油脂、ペクチン様成
分、タンパク質性成分、鉱物分、紡績・製織由来の残留助剤が濡れ性を阻害し、合成繊維や混紡素
材では紡糸油、編立油、仕上げ油、搬送中の汚れが染色ムラや斑点の原因になります。精練の不足
は単に「汚れが残る」問題ではなく、処理液の浸透、染料拡散、漂白剤の接触、仕上げ剤の吸着を
局所的に変化させるため、後工程の品質ばらつきとして現れます[1]。

一方、精練で見落とされやすいのが、繊維から離れた汚れの再付着です。処理浴中に移動した油
滴、微粒子、灰分、サイズ剤片、染料残渣、セルロース微細繊維が十分に分散されない場合、機械
攪拌や浴流の中で再び布面へ衝突し、くすみ、白度低下、点状汚れ、染色時の濃淡差を引き起こし
ます。繊維加工排水に含まれる有機汚染物や微細繊維が膜ファウリングに関与することが報告され
ているように、浴中に放出された粒子・有機物は工程内外で物理的な付着挙動を示し得ます[2]。

このため、実務上の精練助剤には、繊維表面から不純物を離すだけでなく、離れた不純物を液相中
に細かく保持し、清浄化した布面へ戻りにくくする機能が必要です。Multifunctional Textile
Scouring & Anti-Redeposition Surfactantは、この「剥離」「乳化」「分散」「再付着抑制」を同じ処
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方コンセプトの中で扱うための助剤として位置づけられます。繊維湿式加工では、環境負荷の高い
従来型薬剤から、より穏やかでバイオベース志向の助剤へ移行する流れが整理されており、酵素
系・界面活性系の前処理はその代表的な技術領域です[3]。

製品の位置づけ：単一酵素ではなく、精練を支える多機能界面活性コンプ
レックス

本製品名は、単一の酵素名というより、繊維精練と再汚染抑制を目的にした多機能な界面活性助剤
を示しています。酵素系処理では、酵素が基質に近づくための濡れ、疎水性汚れの分散、繊維表面
での界面制御が重要であり、界面活性助剤はその反応環境を整える役割を持ちます。繊維分野の酵
素プロセスでは、酵素タンパク質と繊維・助剤・基質との相互作用が処理効果を左右するため、酵
素だけでなく浴中の界面状態を設計することが重要です[4]。

Figure 1. 계면활성제는 습윤성을 개선하고 소수성 불순물을 느슨하게 하며

제거된 물질이 욕액 안에 머물도록 해 섬유 준비 공정을 돕습니다.

Enzymes.bioは、この製品をオンラインで供給する立場であり、製造や受託試験を行う研究所とし
ての表示は行いません。したがって、本稿では特定の活性値、グレード、分析法、活性単位の定義
には踏み込まず、公開文献で確認できる繊維精練、酵素前処理、界面活性剤、再汚染抑制の科学的
背景に基づいて製品カテゴリーを説明します。製品の購入単位や注文時書類については、
Enzymes.bioの製品ページに基づき、1 kg単位のオンライン販売およびCoA・SDSの同時提供として
扱います。
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作用機序：濡れ、剥離、乳化、分散、再汚染抑制を連続させる

繊維表面の濡れを均一化し、不純物への接触を増やす

未精練の綿や油剤が残る混紡布では、繊維表面に疎水性領域が点在し、水系処理液が布全体へ均一
に広がりにくくなります。界面活性成分は、液体と繊維、油相と水相、粒子と水相の界面張力を下
げ、処理液が糸間・繊維間・毛羽の根元へ入り込むことを助けます。酵素精練を行う場合も、基質
となる表面不純物が浴に露出していなければ反応は進みにくいため、湿潤性の改善は単なる前段階
ではなく、酵素処理の反応場を広げる操作です[5]。

綿の酵素精練に関する研究では、処理後の濡れ性を改善するために、酵素処理だけでなく後処理や
浴設計が検討されています。これは、繊維表面の親水化が単一反応だけで完結するのではなく、ワ
ックス様成分の移動、ペクチン様物質の部分分解、疎水性片の分散、すすぎ時の離脱といった複数
の現象に依存することを示しています。Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition
Surfactantの精練支援機能は、この濡れ性改善を起点に、不純物の離脱と浴中保持へつなげる点に
あります[1]。

油脂・ワックスを細分化し、浴中で再凝集しにくくする

精練対象となる油脂、ワックス、紡糸油、編立油、仕上げ剤の多くは水に溶けにくく、単に繊維か
ら剥がれても、大きな油滴や疎水性凝集体として浴中に残ると再付着しやすくなります。界面活性
剤は疎水基を油相側に、親水基を水相側に向けて配向し、油滴の界面を安定化させます。これによ
り油性汚れはより小さな分散状態を保ちやすくなり、処理中に布面へ再び広がるリスクが低下しま
す。繊維産業の助剤は、湿潤、洗浄、乳化、分散、均染、柔軟化など複数の工程機能を担うものと
して整理されています[6]。
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Figure 2. 낮아진 계면장력은 처리액이 소수성 직물 부위 전반에 퍼지고 실과
섬유 사이 공간으로 더 균일하게 침투하도록 돕습니다.

この乳化・分散作用は、酵素系の穏やかな前処理と特に相性があります。強アルカリ精練では油脂
の鹸化やワックスの分散を化学的に強く進められますが、繊維損傷、排水負荷、エネルギー負荷が
課題になります。酵素系・界面活性系の処方では、基質選択性のある分解と界面制御を組み合わ
せ、必要な不純物除去をより穏やかな水系条件で進めることが狙いです。バイオベース助剤への移
行は、繊維湿式加工の環境対応と産業応用可能性の両面から検討されています[3]。

酵素が作用しやすい表面状態を作る

酵素は、対象となる基質に接触して初めて反応を進めます。綿の精練で議論されるペクチン様物質
や表面多糖、油脂性物質、タンパク質性残渣は、繊維表面に不均一に存在しており、疎水性ワック
ス層や加工油があると酵素の接近が妨げられる場合があります。界面活性助剤によって表面が濡
れ、油性障壁が分散されると、酵素が基質へ接近できる面積が増え、反応の局在化を抑えやすくな
ります。酵素前処理を用いた繊維のエコ改質では、後続の機能加工との組み合わせが研究されてお
り、前処理が繊維表面の受容性を変えることが示されています[7]。

ただし、界面活性剤であれば何でも酵素に適するわけではありません。酵素はタンパク質であるた
め、強い変性条件、極端なpH、過剰な熱、特定の金属イオン、強い界面活性環境によって立体構造
が変わり、期待する反応性を失うことがあります。繊維分野の酵素プロセスでは、酵素、基質、繊
維表面、助剤の相互作用が処理結果を左右するため、助剤は「汚れを落とす成分」であると同時に
「酵素の働く環境を乱しすぎない成分」である必要があります[4]。
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Figure 3. 이 제품의 핵심 욕액 기능은 공정 사이클 동안 습윤, 유화, 분산, 오
염물 현탁입니다.

再汚染抑制は、粒子の浮遊安定化と繊維表面への戻りにくさで決まる

再汚染は、剥離した汚れが処理浴中で安定せず、布面へ再衝突して付着する現象です。汚れの再付
着は、油滴の合一、無機粒子の凝集、繊維微細片の絡み、染料残渣や有機物の吸着、浴中電解質に
よる分散安定性の低下などによって起こります。再汚染防止型の助剤は、これらの汚れを細かく分
散し、粒子表面に水和層や電荷的・立体的な反発を与え、清浄化した繊維表面へ戻る確率を下げる
ことを目的とします。繊維排水処理の研究でも、微細繊維や有機汚染物が膜表面へ蓄積する機構が
問題とされており、浴中分散物の挙動は工程管理上の重要因子です[2]。

Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantの「Anti-Redeposition」は、こ
の浴中挙動の制御に関わる機能です。白物や淡色布では、再付着した微量の油性汚れや粒子が白
度・冴えに影響し、濃色布ではくすみやスレ感、染色後の表面斑として見えることがあります。精
練後の布を清浄に保つには、汚れを繊維から離す力と同じくらい、離れた汚れを液中に保持する力
が必要です。繊維産業の環境保護に関する助剤研究でも、加工助剤は工程品質と排水負荷の両面に
影響する要素として扱われています[6]。

従来精練、酵素精練、多機能助剤の比較

観点 強アルカリ主体の従来精練 酵素精練・バイオ精
練

Multifunctional Textile Scouring &
Anti-Redeposition Surfactantの位置づ
け

主な狙
い

油脂・ワックス・不純物を
強い化学作用で除去

酵素の基質選択性を
利用して穏やかに前

濡れ、乳化、分散、再汚染抑制を一体化
し、精練浴を支援
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観点 強アルカリ主体の従来精練 酵素精練・バイオ精
練

Multifunctional Textile Scouring &
Anti-Redeposition Surfactantの位置づ
け

処理

繊維へ
の影響

条件によってはセルロース
損傷や風合い変化が課題

比較的穏やかな条件
を設計しやすい

強い薬剤作用だけに依存せず、界面制御で
処理均一性を支える

汚れの
浴中挙
動

除去力は高いが、分散設計
が不十分だと再付着が起こ
り得る

酵素反応後の疎水性
片や粒子の保持が重
要

剥離後の油滴・粒子を分散し、再汚染を抑
える考え方に適合

環境面
アルカリ負荷、洗浄水、排
水処理負荷が課題

バイオベース助剤と
して環境対応の文脈
で研究

酵素系処理や穏やかな水系処理の補助とし
て使いやすい

根拠の
範囲 産業的に確立された前処理

綿の酵素精練や超音
波併用処理などで研
究

製品固有の公開査読データではなく、関連
技術の根拠に基づく説明

綿の酵素精練では、濡れ性の改善が重要な評価対象となり、酵素処理後の後処理条件も含めて実用
的な前処理効果が検討されています。さらに、グレージ綿の処理では超音波と酵素を組み合わせる
研究もあり、物理的な浴中移動、繊維表面への接触、酵素反応を組み合わせて前処理を改善する考
え方が示されています[1][5]。

用途別の技術的適合性

綿・セルロース系繊維の染色前精練

綿の前処理では、繊維表面に残る非セルロース成分が染色の均一性を妨げます。ワックス様成分が
残ると水滴の浸透が遅れ、染料や電解質、アルカリ、助剤の局所濃度が布面でばらつきます。
Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantは、濡れ性の立ち上がりを助け、
油性成分を乳化・分散し、処理浴中で再付着しにくくするため、染色前の布面を均一化する補助と
して使いやすいカテゴリーに入ります。綿の酵素精練に関する研究は、後工程に必要な濡れ性確保
が実用上の焦点であることを示しています[1]。
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Figure 4. 전통적인 알칼리 정련, 효소 보조 바이오 정련, 계면활성제 보조 전
처리, 정련-염색 결합 공정은 각각 다른 주요 작용에 의존하지만, 모두 제어된

습윤과 오염물 제거의 이점을 얻습니다.

漂白前後の洗浄・精練補助

漂白工程では、前処理で残った油脂やワックスが酸化剤の接触を妨げ、白度や均一性に影響しま
す。また、漂白後に分散した有機物や分解片が布面へ戻ると、くすみや再洗浄負荷が増えます。綿
布の精練・漂白を組み合わせる研究では、前処理と漂白を切り離さず、工程全体として不純物除去
と布品質を考える必要が示されています[8]。

合成繊維・混紡素材の油剤除去

ポリエステル、ナイロン、ポリウレタン混、ポリエステル綿混などでは、天然ワックスよりも、紡
糸油、編立油、シリコーン系残渣、柔軟剤、搬送汚れが問題になりやすくなります。これらの油性
残渣は水系浴中で再付着しやすく、染色時の斑点、撥水的な染まり不良、仕上げ剤のムラを引き起
こします。本製品の界面活性・再汚染抑制機能は、こうした油剤を細かく乳化し、布面へ戻りにく
くする用途に適します。繊維湿式加工助剤の環境対応研究では、従来型処方から機能性と環境性を
両立する助剤への転換が継続的な課題として整理されています[3]。

ガーメント洗いと再洗浄負荷の低減

ガーメント洗いでは、縫製後の油性汚れ、縫製糸由来の残渣、染料の遊離分、摩耗で生じた繊維微
細片が同じ浴中に存在します。ここで再汚染が起こると、ポケット周辺、縫い目、折り返し部、摩
擦の強い部位にくすみや斑点が残りやすくなります。デニムなどの衣料加工では、表面改質や機能
化を含む研究も行われており、布表面の清浄性と均一性は後続の外観・機能付与に関わります[9]。

enzymes.bio  ·  Enzymes.bio Research Team Page 7 of 12



ウールや天然繊維加工における精練思想

ウール精練では、羊脂、土砂、汗由来塩類、植物片などを除去する必要があり、綿とは不純物の種
類も繊維損傷リスクも異なります。近年のウール加工では、伝統的な精練工程を再設計し、装置・
水使用・地域加工の観点から見直す動きも報告されています。Multifunctional Textile Scouring &
Anti-Redeposition Surfactantは素材ごとの適合評価を前提としつつ、油脂性汚れの分散と再汚染抑
制という考え方では、天然繊維加工全般に共通する技術的意味を持ちます[10]。

Figure 5. 효소 보조 전처리에서는 효소가 특정 기질에 작용하는 동안 계면활

성제가 느슨해진 물질의 접촉, 제거, 분산 및 헹굼을 개선합니다.

環境・排水面での意味

繊維湿式加工は、染料、助剤、油剤、界面活性剤、塩類、微細繊維、有機物を含む排水を発生させ
ます。繊維材料と染料化学の環境影響に関する研究では、繊維・染料系の難分解性や生分解、微生
物分解の可能性が課題として取り上げられています。精練助剤を選ぶ際には、布面品質だけでな
く、処理浴に移動した有機物が排水処理へどのように影響するかも重要です[11]。

酵素系・バイオベースの湿式加工助剤は、強い腐食性薬剤への依存を減らし、処理条件を穏やかに
する可能性があるため、サステナブルな前処理技術として注目されています。ただし、環境負荷は
助剤単体だけで決まるものではなく、処理温度、すすぎ回数、排水中のCOD負荷、浴中分散物、後
工程の歩留まり、再加工率まで含めて評価されるべきです。繊維排水処理の膜バイオリアクター研
究では、処理性能だけでなく膜ファウリングが実用上の制約となることが示されており、湿式工程
から排水処理までの連続した視点が必要です[12]。
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H2O2/UV-Cを用いた繊維前処理排水の研究では、市販の繊維前処理助剤を含む排水が酸化処理の
対象として検討されています。これは、精練・前処理助剤が工程内の品質だけでなく、排水処理の
反応性や負荷にも関わることを示します。Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition
Surfactantのような多機能助剤は、処方を単純化し得る一方で、最終的な環境性能は実際の工程全
体の条件に依存します[13]。

Figure 6. 이 계면활성제는 면 및 셀룰로오스 함량이 높은 직물, 의류 워싱, 인
피섬유, 합성섬유, 혼방 소재, 후처리 세정에 적합합니다.

根拠の強さと限界

本製品の説明で最も強い根拠があるのは、繊維精練が濡れ性・後工程の均一性に重要であること、
酵素精練が綿前処理の持続可能な選択肢として研究されていること、界面活性助剤が湿潤・乳化・
分散を通じて精練を支えることです。特に綿の酵素精練では、処理後の布の濡れ性を改善するため
の条件検討が行われており、酵素と界面制御を組み合わせる必要性が理解できます[1]。

中程度の根拠があるのは、再汚染抑制という処方コンセプトです。再汚染そのものは洗浄・精練の
実務で重要な現象ですが、製品ごとの性能は繊維種、汚れの種類、浴中の電解質、pH、温度、機械
作用、すすぎ条件に左右されます。微細繊維や有機汚染物の付着・ファウリング研究は、浴中分散
物が表面へ再付着する物理的背景を理解する助けになりますが、特定の布面での結果を直接保証す
るものではありません[2]。

限定的なのは、Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantという製品名その
ものを対象にした公開査読データです。提供された検証済み文献リストには、この製品名を直接評
価した比較試験は含まれていません。そのため、本稿では製品固有の効果を過度に断定せず、繊維
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精練、酵素前処理、界面活性、排水・再付着挙動に関する公開研究から、製品カテゴリーとして妥
当な機能を説明しています。

工程内での使い方を考える際の技術的視点

本製品は、強い薬剤で一気に不純物を攻撃するための単独処理剤というより、前処理浴の界面状態
を整え、酵素系または穏やかな水系精練を成立させやすくする助剤として理解するのが適切です。
処理対象が綿か、ポリエステル混か、ウールか、ガーメントかによって、主な汚れはワックス、油
剤、タンパク質性残渣、無機粒子、染料残渣へと変わります。したがって、期待される効果も、吸
水性の改善、油剤除去、白度維持、染色ムラ低減、再洗浄負荷の抑制など、工程目的に応じて変わ
ります[5]。

Figure 7. 욕액의 거동은 물의 화학적 특성, 섬유 종류, 오일, 부유 입자, 계면
활성제로 안정화된 계면 간의 상호작용에 따라 달라집니다.

酵素系処理では、酵素の働きを妨げにくい浴環境を保つことが重要です。極端な条件で酵素タンパ
ク質が変性すれば、基質選択性を活かせません。逆に、界面活性助剤が濡れ性を高め、疎水性汚れ
を分散し、繊維表面を均一に処理浴へ開くと、酵素や洗浄成分がより均一に作用しやすくなりま
す。酵素プロセスにおけるタンパク質相互作用の研究は、繊維加工で酵素・繊維・助剤の組み合わ
せを一体で考える必要性を示しています[4]。

Enzymes.bioからの供給形態

Enzymes.bioは、Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantを繊維加工向け
助剤として供給しています。製品は1 kg単位でオンライン購入でき、注文時にはCoAとSDSが併せて
提供されます。Enzymes.bioは供給業者であり、製造業者または研究所として本製品の製造条件や試
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験法を提示する立場ではありません。

この製品は、染色前処理、精練浴、ガーメント洗い、油剤除去、再汚染を抑えたい水系処理におい
て、濡れ、乳化、分散、浴中保持を同時に設計したい場合に適した選択肢です。公開文献が示す範
囲では、酵素精練とバイオベース助剤は繊維湿式加工の環境対応に資する技術領域であり、界面活
性助剤はその効果を実工程で引き出すための重要な補助要素です[3]。

Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantをオン
ライン注文
1 kg単位で販売、在庫あり・即出荷可能です。オンラインストアで直接ご注文・決済いただけれ
ば、当社でご注文を処理します。すべてのご注文に試験成績書（CoA）と安全データシート
（SDS）が付属します。

Multifunctional Textile Scouring & Anti-Redeposition Surfactantを購入 →
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ご注文に関するご質問は、当社チームが喜んでサポートします。

メール wholesale@enzymes.bio 電話（米国） +1 (507) 428-6057 お問い合わせ →
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